重度歯周炎患者のサポーティブペリオドンタルセラピー期間における歯の喪失の予測因子 by 平田 貴久






                        





















口腔科学講座 平田 貴久 
 
（指 導： 三辺 正人 教授） 
 
論 文 内 容 要 旨 
 
 歯周基本治療および歯周外科治療後の歯周組織の健康維持には，定期的な Supportive 
Periodontal Therapy（SPT）が有効である。SPTは患者毎のリスク因子を考慮する必要
があり，リスク因子の評価指標として深い歯周ポケットの部位数や喫煙歴などのリスク































未満だった者を基準として，治療反応性不良群で喪失歯数が 8 本以上だった者の HR
（95％CI）は 20.17（3.45-118.12）と有意となった。 
これらの結果より，わが国の重度歯周炎患者において，PRA評価と TRP評価それぞれ
が SPT期間中の歯周病による歯の喪失の予測因子として有用であること，また，TRP評
価に SPT 開始時の喪失歯数を考慮することで予測精度の向上に期待できることが示唆
された。 
 
